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関研究室

憩の変牝も､大なり小なり予想されますO先養述べ.た遊離基a)場合もそうです

が.それ以外にも種々の可能性ああることは､Lサ⊥モクロイズムの顎象からも

容易に想像されますO私共の研究室でも‥腰速の橡電気四重極子鹿率ゐ温度変

←･‥Lゝ':' 北の動産を通じてこれをしらぺていますo現在 PCも についてしらぺ七います
>ql

が､この結晶につrいて新しい蔑っかめ共鳴周波数を見出し.また,この鎗晶が

イオン結晶としても∴分子性)%晶とし̀ても存在す_ることから.この変化をも追

跡していますO培晶構達の変化汝の関連に進みたいと思います｡

前節妃のぺましたよう定一､熱平衡から非平衡にうつる車間段階としての顔新

現象 ,準安定現象の研究にすすむためには.かんたんな第 6属元素の結晶とガ

ラス状態との粥係 ,結晶性高分子の融解現象やガラス転移の研究をも始めてい

ますO免学者はとか(.複雑な物質に興味がうつりますが､出来るだ厚絶海な

物質をつ (り､その純度を決め､さらにその状態をさだめ.相転移をしらぺて

みたいOそのためには､かんたんな物質から始めて極低温での格子振動をしら

ぺ.い ねま生れおちた姿からしらぺたいということをたえず念願においていま

すOこtZ)ような側面については.特に物理関係の方々からの勧注意や､-ア ドバ

イスを期待していますOまた.我国ではとかく熟測定をする方が少ないのでl

この方面の研究対象として興味ある物質や､現象についても注意して下されば

幸いです｡ (関 集 三 記)

〔基礎工学部 〕

基礎 エ ･物 性 理 論 グル ー プ

スタッフは理学部ful__ら移?尭永富 ,中村 ,望月と､それに京大から移った1i

塩藤u734名ですO基礎羊句畢 論グ)V-プとしてなにか新しい簡後を出したいつcL＼一

もりでいますが-まだ店輝きをして日力唱 いためとくに途ペるほどのものはあ7･J.～

りません｡

永富 ,中村 ,望月kおもに磁性理論を勉強してきましたBただし,ここはい

はゆるNaga皿iyaShcoolを細か ㌻る場所でないとおもいますので._過去に
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基礎工学部範介

あげた研究の成果について書くのは遠慮しますOさいきんのことをすこしばか

り書きますO永富はいま･スク リュ｣磁気構造に関する磁性のレヴューをSeitか

Turhbullに出すぺく特を出しています｡中村はスピン波についてすこ しばか

り仕事をしましたO望月は永宮といっしょにCTの磁性をしらべましたO恒藤

は超伝導a)今野で仕事をしてまいりましたO超伝導体における超音汝吸収に関

する恒藤の理論はアメ3)カで何度か耳にしましたO ただし.これは基礎エでは

なくBardeenの研究葦でな写れましたO

基礎工の大学院は昨年からスター トしました｡-ことしは電気工学を佐藤 した

垣谷 ,鈴束の二名が物性理論グループの学生として入 りました｡ 来季 は材料工

学科ゐ学生が卒糞しますので､大学院学生もだんだん数を増してくる見こみで

す｡

物性研究の将来は 15年前はどのようには楽観的ではないとおもいますが.

おもしろい問題がなくなつたというよう紅は理解しておりません｡ただ永富 ,

中村 ,･fE-月に閑し七いえば.;磁性痩論をやめるというわけではありませんが､

もすこし研究の間口をひろげるぺく､こころがけておりますoまた怪藤はセラ

ミクスや生物物理'にひととおりではない関心を寄せているようですOそa)うち

に.おもしろい結果a)あらわれるのを期待しておりますC (中 村 記)

伊 藤 研 究 室

研究 テ一 々

一一核磁気共鳴による物性の研究及び他の二 ,三の関連した問題

研 究 室 員

教 授 伊 藤 原 書

講 師 朝 山 邦 輔

助 手 久保田 鶴 拾 ,英 ' 貢 (交渉中)

D.●C.学生 上 田 庄 一 ,小 林 俊 一 ･紺 谷 准 将′
金 城 辰 夫
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